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石巻市かわまち交流拠点 指定管理業務仕様書 

１ 趣旨 

  この仕様書は、石巻市かわまち交流拠点の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法

について、必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 管理運営方針 

 (1) 基本的な考え方 

   本施設は、いしのまき中央地区の中心市街地（以下「中心市街地」という。）が、い

にしえからの石巻の歴史、文化、産業を育んできた地域であり、特に旧北上川の川沿い

が川湊として市民に親しまれてきたエリアであったことから、ここに川とまちをつな

ぐ新たな空間と交流施設を整備し、市民や観光客が集える憩いの場を提供するととも

に、交流人口の増加や賑わいの創出による中心市街地の活性化を図ることを目的とし

て、それにふさわしい管理運営を行うものとする。また、多様化する市民ニーズに効果

的、効率的に対応できるよう創意工夫し、質の高いサービスの提供に努め、利用者への

サービス向上を図るとともに経費削減等の効率的な管理運営に努め、将来にわたり安

全で快適な施設として継続できるよう管理運営を行うものとする。 

 (2) 維持管理方針 

   維持管理業務については、各施設の機能、特性を充分に把握した上で、全ての施設を

清潔かつその機能を正常に保持し、利用者の快適かつ安全な利用に供するよう適正な

維持管理を行い、必要に応じて保守点検を行うこと。 

 (3) 運営方針 

  ア 多様なニーズに応えるため、常に利用者の要望等を聴取し、管理運営に反映させる

とともに、利用者への情報の受発信基地としての機能を発揮できる事務所を設置し、

運営すること。 

  イ 各施設において利用者・観光客・市民等との交流、協働を積極的に推進し、観光交

流拠点の核として、市内の各エリアと中心市街地を有機的に繋ぐハブ機能を果たす

ことで、交流人口の増加に寄与する活動を推進すること。 

  ウ 新たな賑わいの創出を図るため、利用者の増加が期待できる新たな取組やイベン

トの実施に努めること。 

  エ 地域内の経済循環を促進するような取組に努めること。 

  オ 常に施設の利用促進に努めるとともに、管理運営に当たっては利用団体、地域住民

等との連携を図り円滑に進めること。 

  カ 利用に関し公平性を確保し、特定の団体等に有利又は不利な扱いをしないこと。 

  キ 効率的な施設管理を行い経費節減に努めるとともに、ごみの削減、省エネルギー、

ＣＯ２削減等環境に配慮した管理を行うこと。 
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３ 施設の概要 

 (1) 名  称 石巻市かわまち交流拠点 

 (2) 所 在 地  

名称 位置 

石巻市かわまち交流センター 石巻市中央二丁目１１番１２号 

石巻市かわまち立体駐車場 石巻市中央二丁目６番 

石巻市かわまちバス駐車場 石巻市中央二丁目３０３番 

石巻市かわまち交通広場 石巻市中央二丁目３０９番 

石巻市かわまち交流広場 石巻市中央二丁目３０６番 

 (3) 施設概要 

名称 概要 

石巻市かわまち交流センター 

市民や観光客の交流、情報発信、学び、集い、憩

いの拠点施設 

鉄骨造２階建て 

敷地面積 ７９５.１３㎡ 

建築面積 ７４７.１４㎡ 

市民交流ホール     定員 ５４名 

ミーティングスペース１ 定員  ６名 

ミーティングスペース２ 定員 １６名 

キッチンスペース    定員 １２名 

その他（インフォメーションスペース、市民交流

スペース、サロンスペース、キッズコーナーなど） 

石巻市かわまち立体駐車場 

普通自動車等による中心市街地及び周辺地域へ

の来訪者のための立体駐車場 

鉄骨造３層４段 

敷地面積 ３,８４９.２６㎡ 

建築面積 １,４５８.７２㎡ 

駐車台数 ２１９台 

石巻市かわまちバス駐車場 

大型バス等による中心市街地及び周辺地域への

来訪者のための専用駐車場 

面積等は、石巻市かわまち立体駐車場に含む。  

駐車台数 大型バス５台 

石巻市かわまち交通広場 

一般乗合旅客自動車運送事業及び一般乗用旅客

自動車運送事業の用に供する事業用自動車の通

路及び乗降場 

敷地面積 １,４５８.７２㎡ 
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石巻市かわまち交流広場 

市民や観光客の交流、憩いの場となる広場 

敷地面積 南広場 １,３３０.００㎡ 

     北広場   ４４８.７６㎡ 

 

４ 関係法令等の遵守 

  本施設の管理運営に当たっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等の内容を遵守しな

ければならない。 

 (1) 地方自治法（昭和２２年法律第６７号） 

 (2) 労働基準法（昭和２２年法律第４９号） 

 (3) 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

 (4) 石巻市かわまち交流拠点条例（平成２９年石巻市条例第２５号。以下「条例」とい

う。） 

 (5) 石巻市かわまち交流拠点施設条例施行規則（平成２９年石巻市規則第３２号。以下

「規則」という。） 

 (6) 石巻市防災基本条例（平成２６年石巻市条例第１号） 

 (7) 石巻市情報公開条例（平成１７年石巻市条例第１４号） 

 (8) 石巻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成１７年石巻市条例

第３２１号） 

 (9) その他関係する法令及び規程 

 

５ 施設の利用受付及び案内に関する業務の基準 

 (1) 利用時間及び休業日 

名称 利用時間 休業日 

石巻市かわまち 

交流センター 
午前９時から午後９時まで 

１月１日から同月３日まで及び１

２月２９日から同月３１日まで 

石巻市かわまち 

立体駐車場 
終日 なし 

石巻市かわまち 

バス駐車場 
午前９時から午後９時まで 

１月１日から同月３日まで及び１

２月２９日から同月３１日まで 

石巻市かわまち 

交通広場 
午前９時から午後９時まで なし 

石巻市かわまち 

交流広場 

終日（営利を目的とする利

用の場合は、午前９時から

午後９時まで） 

なし 
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 (2) 施設の案内 

  ア 指定管理者は、施設の利用の手引、利用案内、パンフレット等を作成するとともに、

利用者が行う諸届出について必要な助言を行うこと。 

  イ 電話での問合せや施設見学等について、適切な対応を行うこと。 

  ウ 施設の利用等について、利用者、住民等から苦情があった場合は、適切な対応をす

ること。また、その内容を市へ報告すること。 

 (3) 附属設備、備品の準備及び使用方法と注意事項の説明 

   利用者が円滑に利用できるよう必要な指導、助言、援助等の支援を行うこと。 

 (4) 緊急時の対応 

  ア 指定管理者は、災害等緊急時の利用者の避難、誘導、安全確保、必要な通報等につ

いての対応計画を作成し、緊急事態の発生時には的確に対応すること。 

  イ 施設の利用者、来館者等の急な病気、けが等に対応できるよう、近隣の医療機関等

と連携し、緊急時には的確な対応を行うこと。 

 

６ 施設の利用許可及び利用料金に関する業務の基準 

 (1) 利用の許可 

  ア 利用の許可に当たっては、平等な利用を確保すること。 

  イ 利用の許可に当たっては、施設の利用に問題がないことを確認した上で許可する

こと。 

 (2) 施設の利用の制限に関する事項 

  ア 利用目的等が条例第５条第１項及び第２条第１項に該当しない場合は、指定管理

者は利用の許可をしないものとし、指定管理者は許可した事項を変更し、又は許可を

取り消し、若しくは利用の中止を命じることができる。 

 (3) 利用料金の設定 

  ア 指定管理者は、条例等で規定する額の範囲内で、市長の承認を得て定めるものとす

る。 

  イ 指定管理者は、利用料金を設定するに当たっては、施設の有効活用の観点及び収支

状況を踏まえ、適切なものとすること。 

 (4) 利用料金の徴収 

  ア 指定管理者は、利用料金を自己の収入として徴収する。 

  イ 利用料金は前納とする。ただし、指定管理者が特別の事由があると認めるときは、

この限りでない。 

  ウ 利用料金の徴収方法等必要な事項は、指定管理者において定めること。 

 (5) 利用料金の減免又は還付 

   利用料金の還付又は減免は、規則第５条及び第６条の規定により行うものとする。 

 

７ 指定管理業務の範囲外の業務 

  指定管理者は、施設の設置目的に合致し、かつ、管理業務の実施を妨げない範囲におい
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て、自己の責任と費用により自主事業を実施できるものとする。なお、あらかじめ実施に

ついて石巻市へ報告を行うものとする。 

 

８ リスクの分担 

  石巻市と指定管理者のリスク分担については、別紙１に定めるとおりとする。ただし、

リスク分担表に定める事項に疑義が生じた場合又は定めのない事項が生じた場合は、両

者が協議して定めるものとする。 

 

９ 指定管理料の精算 

  管理施設の修繕については、指定管理料に含まれる修繕料の範囲で指定管理者の負担

において行うこととし、行った修繕については定期的に報告書を提出するものとする。 

  また、指定管理料に含まれる修繕料に余剰金が生ずる場合は、原則として精算を行わな

いこととする。 

  ただし、指定管理者が本来行うべき業務を行わなかったことにより余剰金が発生した

場合は、精算の対象とする。 

  なお、本項の規定による精算は、指定管理者が本来行うべき業務の履行義務を免除する

ものではない。 

 

１０ 財産の管理等 

 (1) 石巻市が所有する本施設に属する備品等は、無償で貸与する。なお、貸与する備品

の一覧については、協定書内で内訳を定める。 

 (2) 前号の規定により貸与した備品等及び新たに石巻市が購入（協定書に指定管理料で

購入することをあらかじめ明示し、指定管理者が購入した物品を含む。）した物品の所

有権は、石巻市に帰属し、それ以外に指定管理者が購入した物品の所有権は指定管理者

に帰属する。 

 (3) 物品の使用及び保管については、善良な管理者の注意義務をもって行うものとする。 

 (4) 指定管理者は、石巻市に帰属する物品で、処分等の異動があったときは、その都度

報告するものとする。なお、石巻市会計規則（平成１７年石巻市規則第５０号）第７５

条に規定する重要物品の処分については、事前に承認を得るものとする。 

 (5) 指定管理者は、石巻市に帰属する物品について、毎年３月末の現在高について４月

末まで報告するものとする。 

 (6) 指定管理者は、独自に投じた有益費及び修繕費について、石巻市への請求権を放棄

するものとする。 

 

１１ 障害者の雇用 

  指定管理者は、障害者の雇用を促進する観点から、その雇用に努めるものとする。 
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１２ 指定管理者の指定の取消し等 

 (1) 改善勧告等 

   指定管理者に対して協定違反が認められる場合など必要に応じ、改善勧告等の指示

を行い、期間を定めて改善策の提出及び実施を求めることができるものとする。 

 (2) 業務停止命令 

   前号の場合において、指定管理者が当該期間内に改善することができなかった場合、

期間を定めて管理運営業務の全部又は一部の停止を命ずることができるものとする。 

 (3) 指定の取消し 

   指定管理者が次のいずれかに該当する場合は、指定を取り消すことができるものと

する。 

  ア 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）、民事再生法（平成１１年法律第２２５

号）の規定に基づく更生手続又は再生手続を開始したとき。 

  イ 財務状況が著しく悪化するなど管理運営業務の履行が確実でないと認められると

き。 

  ウ その他、指定管理者としてふさわしくないと認められるとき。 

 

１３ 施設等の保守管理及び修繕に関する業務の基準 

  指定管理者は、施設及び設備の機能と環境を良好に維持し、サービス提供が常に円滑に

行われるように、施設及び設備の日常点検、保守、法定の環境測定等の保守管理業務を適

切に行うものとする。なお、各施設における特記仕様は別紙２から別紙７に記載のとおり

とし、それ以外の全体的な事項については、下記のとおりとする。 

 (1) 施設保守管理業務 

  ア 指定管理者は、施設を円滑に運営するために、日常的に点検を行い、現状を維持し、

及び美観を保つこと。 

  イ 指定管理者は、施設を安全かつ安心して利用できるよう施設の保全に努めるとと

もに、建築物等の不具合（軽微な場合を除く。）を発見した際には、速やかに市に連

絡すること。 

  ウ 施設、設備等の修繕に要した経費の年度合計額が２００万円までは、指定管理者の

負担とする。 

 (2) 設備機器の保守管理業務 

  ア 設備機器の法定点検及び初期性能、機能保全のため、外観点検、機能点検、機器動

作特性試験、整備業務等を行うこと。 

  イ 故障等の発生や短期間のうちに故障が発生すると見込まれる場合は、速やかに修

繕工事を行うこと。 

  ウ 修繕に要した経費の負担については、前号ウによる。 

 (3) 設備機器の運転操作及び監視業務 

  ア 設備の適正な運用を図るために行う監視業務及びこれに関連する電気、水道、ガス

等の需給状況を把握すること。また、適切な運転記録をとること。 
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  イ 設備機器の稼動に当たっては、環境に配慮した適正な運転を行うとともにエネル

ギー経費の削減に努めること。 

 (4) 備品等管理業務 

  ア 指定管理者は、利用に支障を来さないよう備品の管理を行うとともに不具合が生

じた備品について、速やかに修繕を行うこと。 

  イ 老朽化した備品の交換や新規備品の購入経費については、市の負担とする。 

 (5) 清掃業務 

   良好な衛生環境、美観の維持に心掛け、公共施設として快適な空間を保つために必要

な清掃業務を実施すること。 

  ア 日常清掃 

    清掃の実施頻度等その内容については、指定管理者が施設の利用頻度等に応じて、

現行の作業基準を参考にした上で、適切に設定すること。衛生消耗品類は、常に補充

された状態にすること。 

  イ 定期清掃 

    日常清掃では実施しにくい窓ガラス洗浄等の清掃を確実に行うため、指定管理者

は施設の利用頻度等に応じた定期清掃を行うこと。 

  ウ 敷地内の外構の清掃及び植栽の管理 

 (6) 警備業務 

  ア 施設の防犯、防火及び防災に万全を期し、利用者が安心して利用できる環境を確保

した警備業務を行うこと。 

  イ 部外者の出入状況の確認、鍵の受渡し、不審者の発見及び侵入阻止等を適切に行う

こと。 

  ウ 異常の有無の確認及び火災予防点検を行うこと。 

  エ 防火管理者を設置すること。 

 (7) 駐車場管理業務 

  ア 駐車場の出入りの管理及び利用者等への指導、必要に応じ車両の誘導を適切に行

うこと。 

  イ 利用者の遵守事項その他必要事項を定めた規定を定めること。 

 (8) その他 

  ア 指定管理者は、年度当初に施設維持管理計画（点検整備、法令に基づく測定、検査、

調書等）を作成すること。 

  イ アの計画に従って実施した点検、評価結果、整備状況、修繕等については記録を行

い、施設維持管理計画に反映させること。 

 

１４ 事業の企画及び実施に関する業務の基準 

  指定管理者は、施設の利用効率を高めるため、施設の設置目的に資するための事業の企

画及び実施を行うものとする。 

 (1) 新たな賑わい創出を図る事業の企画及び実施 



8 

   利用者や観光客、市民のニーズをつかみ、創意工夫を持って利用者の増加や交流の促

進が期待できる新たな取組やイベントを実施すること。 

  ア 事業は、本施設の設置目的及び石巻市中心市街地活性化基本計画の理念に合致し

た事業とする。 

 (2) 自主事業の実施 

   自主事業については、次の事項を遵守した上で実施すること。 

  ア 自主事業は、本施設の設置目的及び石巻市中心市街地活性化基本計画の理念に合

致した事業とする。 

  イ 自主事業を実施する場合は、あらかじめ市へ報告するものとする。 

  ウ 指定管理者は自主事業を行う場合の施設利用については、利用者の利用に影響が

ないように配慮するものとする。 

 

１５ 施設の利用促進、観光エリアを繋ぐハブ機能、情報発信拠点に関する業務の基準 

 (1) 広報業務 

   指定管理者は、施設のＰＲ及びハブ機能の強化のため、以下の例を参考に、必要な媒

体の作成、配布、情報発信等を可能な限り多言語で行うこと。 

  ア 施設案内パンフレットの作成及び配布 

  イ 施設ホームページの作成及び更新、必要に応じた情報誌等への掲載 

  ウ 事業概要及び予定等を紹介する資料の作成、ホームページでの公開 

  エ 観光交流拠点としてのハブ機能を果たすため、市内各エリア及び中心市街地での

イベント情報や観光情報等の収集を実施すること。 

  オ 収集した市内の各種イベント情報や観光情報など、賑わい創出拠点としての情報

発信を常時１階インフォメーションスペースで実施すること。 

 (2) イベント等の誘致業務 

   指定管理者は、施設の利用促進を図るための調査、研究等を行い、新規利用者の開拓

等有効な誘致活動や宣伝活動を行うこと。 

 

１６ 施設の運営管理業務の基準 

 (1) 施設の利用規定の作成 

   指定管理者は、施設の利用その他管理に関する規定を定めなければならない。 

 (2) 組織、人員配置等 

  ア 組織及び人員配置 

   (ｱ) 管理業務を実施するために必要な業務執行体制を確保するとともに、労働基準

法を遵守し、管理運営を効率的に行うための業務形態に合った適正な人数の職員

を配置すること。 

   (ｲ) 管理責任者を１人以上配置すること。 

   (ｳ) 職員の勤務体制は、施設の管理運営に支障がないように配慮するとともに利用

者の要望に応えられるものにすること。 
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   (ｴ) 施設の管理運営に当たり法令等により資格を必要とする業務の場合には、各有

資格者を選任すること。 

  イ 研修 

    職員の資質の向上を図るため、研修を実施するとともに施設の管理運営に必要な

知識と技術の習得に努めること。 

 (3) 事業計画書の作成 

   指定管理者は、毎年度事業開始前の石巻市が指定する期日までに翌年度の指定管理

業務全般に関する事業計画書を作成し、市へ提出すること。 

 (4) 事業報告書の作成 

  ア 年次報告 

   指定管理者は、毎年度終了後２か月以内に、事業報告書を市に提出すること。 

  イ 月次報告 

   (ｱ) 指定管理者は、毎月報告書を作成し、翌月１０日までに市に提出すること。 

   (ｲ) 報告書の項目は、施設等利用の状況、収支の状況、利用者等からの苦情とその

対応状況、その他必要事項とする。 

 (5) 事業評価業務（モニタリング） 

  ア 利用者の意見や感想、要望を常に把握し、サービスの質の向上に資するため、アン

ケート調査を実施する。 

    調査は、意見箱を設置し年間を通して受け付ける年間調査と、利用者に対し直接ア

ンケートの記入を求める定期調査の２つの方法により実施する。 

    年間調査は、任意形式とし、半期ごとに取りまとめ、その結果を市に報告する。 

    定期調査は、原則として４月から８月までの間に実施し、その結果については、８

月末日までに市に報告すること。 

  イ 指定管理者は、施設の管理運営に関して自己評価を行い、その結果を前記の事業報

告書にまとめ、市に提出すること。 

モニタリング方法等 指定管理者の役割 

事業計画書 ３月中旬までに市へ提出 

事業報告書 翌年５月末日までに市へ提出 

月次報告書 翌月１０日までに市へ提出 

利用者アンケート調査（年間） 半期ごとに市へ報告 

利用者アンケート調査（定期） ５月末日までに市へ報告 

総合評価 翌年５月末日までに市へ自己評価を提出 

事故・苦情・要望 即時又は随時、市へ報告 

  ウ 毎年度終了後、「指定管理者モニタリング評価シート」により自己評価を行い、事

業報告書と併せて５月末日まで市に提出すること。 

    評価は、活動指標及び成果指標（以下「各指標」という。）の実績値を踏まえて行

う。 
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    なお、各指標は、施設の機能や事業の目的等に応じた適切な設定が必要であること

から、市と指定管理者が協議し決定することとする。 

 (6) 指定期間終了後の引継業務 

  ア 指定管理者は、指定期間終了後、次期指定管理者が円滑かつ支障なく本施設の業務

を遂行できるよう、引継ぎを行うこと。 

  イ 指定管理者は、指定期間満了後又は指定の取消しにより次期指定管理者へ業務を

引き継ぐ際は、円滑な引継ぎに協力するとともに、必要なデータ等を遅滞なく提供す

るものとする。 

  ウ 次期指定管理者の指定期間に係る利用許可に伴う利用料金の引渡し及び施設の利

用予約に関しては、遺漏がないよう十分留意すること。 

 

１７ そのほか、市が必要と認める業務 

 (1) 個人情報保護義務 

   指定管理者には、施設の管理運営を行うに当たり、取り扱う個人情報の保護のために

個人情報の保護に関する法律の規定により、個人情報の適正な取扱いの義務が課せら

れるものとする。 

 (2) 実地調査等 

   市は、管理業務の適正を期するため、指定管理者に対し、事業報告書に定めるものの

ほか、指定管理業務の実施状況を把握するため、施設内に立ち入り、実地調査を実施す

る。この場合において、指定管理者はその求めに誠実に応じるものとする。 

 (3) 指定管理者の業務の範囲外（行政財産の目的外使用許可） 

   自動販売機等の利用許可については、指定管理者の業務の範囲外であり、市が、石巻

市公有財産規則（平成１７年石巻市規則第５８号）の規定に基づく行政財産の目的外使

用許可を行うものとする。 

 (4) 市への報告 

  ア 指定管理者は、組織体制表、職員名簿及び職員配置表を決定次第、速やかに市に提

出すること。 

  イ 指定管理者は、業務を他の業者に委託した場合、委託業者名、担当者名、連絡先等

を速やかに市に報告すること。 

 (5) 文書の管理・保存 

   指定管理者が業務を行うに当たり作成し、又は受領する文書等は、石巻市文書取扱規

程（平成１７年石巻市訓令第１３号）の規定に基づいて、別途文書に関する規定を定め、

適正に管理及び保存すること。 


